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多くの大人の目を通した児童理解や教師の専門性を活
かすために積極的に交換授業を行ってきた。また主に
生活科や総合的な学習の時間を通して体験的な学習
を取り入れてきた。交換授業や体験的な学習が児童の
よりよい内容理解につながるように今後も取り組んでい
きたい。また、学年内で積極的に交換授業を行い、複
数の教員が様々な視点から工夫した授業の展開をする
ことで子どもたちがわかる授業、学びにつながっていく
ようにする。

・自分も大切、他者も大切、多様性を認め合う
　心の育成、ステップルームの活用
　異学年交流を通した思いやりの育成

　　　＊共生＊共育プログラムと効果測定
　　　＊SOSの出し方受け止め方教育
　　　＊センター理解授業
　　　＊子どもの権利学習
　　　＊異学年交流（ペア学年、なかよし集会）

・学校評価のアンケートでは、友達と仲良くしようとしています
かの設問に児童の96.7％が「とても思う/思う」と回答してい
る。友達と仲よくしようと心がけてかかわっている児童が多いこ
とが分かる。かわさき共生＊共育プログラムやセンター級理解
授業、道徳の授業や人権尊重教育を計画的に実施し、自己
理解や他者理解等について学び、その積み重ねと共に今年
度のスローガン「ハートフルパワー宮崎台」をことあるごとに意
識させ取り組んだことが結果に現れてきていると考える。
・保護者についても児童同様の「とても思う/思う」の回答が示
されており、（91.4％）活動の中で児童が友達と仲良くしようと
心がけていると受けとめていることが伺えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アンケート④）

児童は学校生活で他者との関わり方を学びながら成長してい
く。ときには失敗もあるがそれも大切な経験だと捉え、それを
乗り越えてこそ、他者に対する本当の優しさや思いやりが育ま
れることもある。そのためにも日頃の学校生活や道徳、共生＊
共育プログラムなどを通し、指導・支援を継続していく。保護
者にも同様に啓蒙していく。
・教員は児童が他者に対してよい関わりができた時にはタイミ
ングを逃さず褒め、行動の価値づけを行っていく。
・市の進めるかわさき共生＊共育プログラムや人権尊重教育
に関して、その取り組み方が保護者にもひろめられるよう、授
業参観等でも実施していく。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

心豊かに生きる力を育む
○主体的に学ぶ力　 　～ かしこく ～
○自他を尊重する心 　～ やさしく ～
○健康な心身　　    　 ～ たくましく ～
○豊かな感性 　　      ～ ひろく ～

〇主体的に学ぶ力を育む学校……子どもの主体性を育む教育活動の推進
〇自他を尊重する心を育む学校…認め合う心の育成・支援体制の推進と連携
〇健康な心身を育む学校…………集団の中における社会性の育成
〇豊かな感性を育む学校…………地域や学校の特色を生かし社会に開かれた教育課程の編成
　　　　　　☆スローガン「ハートフルパワー　宮崎台」
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・学校評価アンケートでは、児童は、最後まであきらめずに学
習しようとしているの「とても思う/思う」が高い割合（92.3％）で
ある。児童があきらめずに最後まで学習に取り組めているの
は、昨年度までの校内研究でめあて（見通し）と振り返りを大
事にしてきたことから、めあてを掲げ学習への見通しをもつこ
とで学習の着地点が明確になりあきらめずに学習に取り組む
ことができている結果と思われる。
・保護者においても児童同様「とても思う/思う」が90.2％いる
ことから、日頃の児童の学習への取組や家庭での取組などか
ら児童同様に感じ取っていると思われる。(アンケート①　)

研修や校内研究を通して教職員の授業力向上の
ための機会を設けている。また、各教科の専門性
をもった教職員が順番に、授業や学級経営に生か
せるノウハウをお互いに学び合える自主研修の時
間も大事にしている。この結果に慢心せず、児童
が「わかる授業」「もっと学習したい」と主体的な活
動が増えるよう、今後も研鑽に努めていく。

〇主体的に学ぶ力を育
む学校
【重点目標】
・子どもの主体性を育む
教育活動の推進

〇自他を尊重する心を
育む学校
【重点目標】
・認め合う心の育成
・支援体制の推進と連携

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
の推進

　　＊何をどのように学ぶようにするのか
　　＊失敗をおそれず粘り強く取り組む

・一人一人に応じたきめ細やかな学習指導、学習
形態の工夫（個別最適な学び）

　　＊多様な学習方法の工夫
　　＊体験活動や交換授業など、工夫したわかる
　　　授業の展開

・校内研究（生活科・総合的な学習の時間）を中心に「子ども
の主体性を育む教育活動の推進」の実現を図ってきた。
・学校評価のアンケートの児童から、学校の学習内容がよくわ
かりますかの「とても思う/思う」の回答が91％であることからも
生活科・総合的な学習の時間の授業研究の積み重ねにより、
一斉授業の形態だけでなく児童が体験できたり、様々な形の
学び合い、多様な学習形態がこの結果につながっていると推
測できる。(　アンケート②)
・保護者においても児童同様、「とても思う/思う」が91.6％と児
童同様の結果であることから、本校の学習活動に多くのご理
解をいただいていることが伺える。
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・健康・体力の向上
　
　　　＊体を動かすことの楽しさ

学校評価のアンケートでは体を動かしているかの設問に「とて
も思う／思う」と回答している児童は76｡6％で昨年度より12ポ
イントも減っている。今年度は再生整備工事の1年目で工事
期間の5か月間ほどは校庭が半分ほど利用できない状態で
あった。児童の安全を考えて校庭利用のできる日が学年毎に
指定されていたため、体を動かす機会が少なくなっていたこと
も一因と考える。同様の結果として「あまり思わない／思わな
い」と回答している児童が23.3％（昨年度12％）いることから、
体を動かすことに抵抗があったり、体を動かす機会が減ってし
まったりしたことが理由の一つと捉えている。あと2年は校庭が
使えない状況が続く。やむを得ないことではあるが、そのよう
な中でも、体を動かす機会をできるだけ設けていく必要がある
と考える。（アンケート⑤）

・本校では昨年度から高学年に体育専科が配置さ
れ、より専門的な知識を持った教員が指導してい
る。スポーツ委員会の取組や外部講師による授業
も行っている。高学年は、6校時まである月・木・金
の放課後、16時まで校庭開放をしているので体を
動かして遊ぶことも可能である。今後も子どもたち
が体を動かせるよう取り組んでいきたい。

・集団の中における社会性の育成

　　＊あいさつ、日頃の言動等を含めた
　　　規範意識の育成

学校評価のアンケートでは「とても思う／思う」と回答している
児童は86.2%(昨年度89％)で、あいさつする習慣はを身に付
いているが、他の設問と比較するとやや低い結果となってい
る。児童会で挨拶運動にも今年度取り組んでいたが時期が遅
かったためアンケート結果に反映していないかもしれない。一
方で「あまり思わない／思わない」と回答している13.8％（昨年
度11％）の児童は、すすんで挨拶ができていないことが伺わ
れる。
・一方、「あまり思わない／思わない」と回答した13.3％（昨年
度20.5％）の保護者の結果から考えると、学校外では進んで
できている状況もあるかと思われる。今後も家庭と連携しなが
ら時と場に応じた挨拶と言葉遣いができるように指導を継続し
ていきたい。（アンケート⑥）

・あいさつの大切さや言葉づかいについては、学年・学
級指導を中心に話をしている。本校の児童は大人との
距離が近いところがよさでもあるが、時と状況に応じきれ
ていない場面も見られる。発達段階も考慮しながら、今
後も家庭と連携しTPOに応じた適切な言葉遣いができ
るよう継続して子どもたちに話をしてたり、教職員が範を
示したりしていきたい。
・道徳や学活の時間に挨拶の良さや大切さ、場に応じ
た言葉遣い等を考える時間を設定したり校内でも場面
を捉えたりして、自発的な挨拶や正しい言葉遣いに繋
げていきたい。

・自他を尊重する心を育むために
　学校生活ルールの再検討

　　　＊宮崎台スタンダード

・学校評価アンケートでは、学校のルールを守って学校生活
を過ごしているかの設問に「とても思う／思う」と回答している
児童は90.3％で、ほとんどの児童は学校生活上のルールを
理解し、守って生活することができている。保護者の「とても思
う／思う」と回答している割合も児童同様91.4％であった。
・安心して学校生活を送るための約束事が宮崎台スタンダー
ドである。その内容に関しては職員だけで決めるのではなく、
代表委員会を通して児童も話し合いながら、毎年更新してい
る。児童にとって学校生活のルールを確認したり、見直したり
するきっかけになっている。そのルールが必要か、守らなけれ
ばならないか等、子どもたち自身が考え見直すきっかけに
なってきている。　（アンケート③）

児童の意見をもとに今年度「児童版宮崎台スタンダー
ド」を改訂している。児童が安全に安心して生活するた
めの必要最低限のルールを厳選した。スタンダードを守
るだけはなく、必要なルールを自分たちで作っていくと
いう社会参画的な機会も設けながらルールの意義を実
感できる取組をしていく。
・より全校に浸透していくように4月に朝会やクラスで確
認をしていくことを継続していく。
・保護者にも、引き続き「宮崎台スタンダード」がわかるよ
うHPにも掲載し、学校のルールを理解いただくよう知ら
せていく。

・支援を必要とする子への適切な支援の構築

　　＊児童支援支援COを中心とした支援体制
　　＊ステップルームの活用、外部機関との連携

・学校評価アンケートでは、児童の「相談できる」（とても
思う/思う）と回答している割合は84.6％であった。他の
アンケート項目よりは６％程度低くなっており、高学年ほ
ど相談しようと思わない割合が増えているものの、昨年
度（77％）に比べると8ポイントほど増えている。それと共
に、相談できないかもしれない（あまり思わない/思わな
い）と回答している児童は昨年度の23％から15.4％と8
ポイントほど減少している。学校では、学年内での交換
授業や専科を入れるなど様々な先生と出会うようにして
いる。継続して頼れる大人の選択肢を多くしていくように
したい。児童が一人で抱え込まないよう、SOSの伝え方
の学習や普段から誰かに相談していいということも継続
して伝えていきたい。
・「自分の子が教師に相談できないのではないか」と考
えている保護者は、学校評価アンケートでは、19.5％
（昨年20.5％）おり、子どもの学校生活を心配しているこ
とが伺える。（アンケート⑦）

・低学年より高学年の方が「相談しようと思わない」割合が増え
ているのは発達段階によるものもあると思うが、対策としてSOS
の出し方・受け止め方学習などを通して、普段から「誰かに相
談していいんだ」ということを伝えていく必要がある。
・継続して学校生活アンケートや個別に面談をしたりしなが
ら、児童の日々の様子を職員で見守り、子どもたちが安心し
て学校生活を送ることができるように取り組んでいきたい。
・日常から困ったことがあれば担任や学年の教員のみならず
支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰや教職員、巡回ｶｳﾝｾﾗｰといった様々
な立場の人が児童のことを見守っているのでいつでも誰にで
も相談していいことを広報していく。
・これまで同様、相談体制の周知を図りながら、保護者からの
相談も真摯に受け止め、連携を取りながら解決の道筋を探っ
ていく。場合によっては専門機関と連携し、よりよい対応がで
きるように努める。
・児童理解等に対するを校内研修で研鑽を積み、児童の様
子を敏感に察知できるよう研鑽を積み重ねていく。
・校内で起きた事案については、管理職を含め関係教職員と
共有し保護者にも丁寧に説明し理解を得られるように努める

〇自他を尊重する心を
育む学校
【重点目標】
・認め合う心の育成
・支援体制の推進と連携

〇健康な心身を育む
　学校
【重点目標】
･集団の中における社会
性の育成
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学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・個性を引き出す教育に取り組んでいることに感銘を受けた。
・あいさつに関してよくしている宮崎台小の子どもたち。少しずつその成果が出てきている
と感じている。
・宮崎台プロジェクト委員会の取組の一つに、帽子をかぶるようになったという行動変容
があったことが素晴らしい。この発表をどこかで保護者の方々にも披露したらどうか。
・教職員が全力で取り組んでいる中でも1割程度の児童が勉強が難しいと思っている結
果は、SCなど専門家や外部の力、マンパワーが多く必要なのではないか。
・児童のしっかりとした考えや企画力、意見の発表に感心し、何事にも積極性があると見
受けられる。背景は学校の教育の充実と先生方の努力の賜物だと感謝している。
・学校（教職員）と家庭（保護者）の役割を明確にし、学校から伝えにくい部分をPTAから
保護者へ提案やお願いの形として示し先生方の負担を減らせるとよいと考えている。

・校内研究として4年間積み上げてきた生活科・総合的な学習の時間では、地域素材や人材を生かし
た単元づくりに取り組み、宮崎台の地域の良さにふれる単元構想もいくつか積み重ねることができてき
ている。次年度からのかわさき教育プランのキープロジェクトの１つ、探究的な学びについては、大まか
な流れも本校の流れと合致しているため、これまで同様に取り組んでいけると考える。
・昨年度同様、学習に対する困り感のある１割ほどの児童を大事にしなくてはいけないこと（支援教育を
より充実させる）、多くの教職員が感じている宮崎台の子どもたちにつけたい力「話す・聞く」という基本
的な姿勢（場をわきまえた言葉の使い方含む）、そして今年度の継続として自他を尊重し認め合う心の
育成、を大事にしていきたい。
・個別最適な学びとの関連を図りながら、GIGA端末の有効的な活用と併せて、情報モラル、インター
ネットの危険性等を指導していくようにする。

・学校評価アンケートで生活科や、総合の学習で、地域を調
べたり、地域の人とかかわりながら活動する学習は楽しいかの
設問では、「とても思う／思う」と回答している児童は89.5％
（昨年度90％）で、ほとんどの児童は学習活動を通して、地域
や学校のことについて興味をもって生活することができている
ことが伺える。保護者の「とても思う／思う」と回答している割
合も児童同様89.5％（昨年度92.4％）で高い割合であった。
宮崎台の地域の良さについて、各学年が活動を通して学び
を深め、児童も保護者からも高評価の結果となっている。（ア
ンケート⑧）

・生活科・総合的な学習の時間の学習を通して、
宮崎台という地域のよさ、宮崎台小学校のよさに触
れてきた。今後も地域に目を向けた活動をもとに、
その学年の児童の思いや願いを大事にして、宮崎
台という地域の魅力を探究し活動を深めていきた
い。

・校内環境整備

　＊物の整理整頓、掃除

・学校評価アンケートでは、そうじや身の回りの整理整頓はで
きているかの「とても思う/思う」は91.6％（昨年度は86％）で
「あまり思わない/思わない」は8.4％（昨年度は14％）であっ
た。今年度、再生整備工事で3学年のクラスが再生整備で教
室や廊下が新しくなった。新しい環境の中で、掃除や身の回
りの整理整頓を意識するようになってきたのかもしれない。一
方で校内では多くの落し物が見られたり物が落ちていても拾
わずにそのままになっていたりする現状がある。
・保護者においては、「あまり思わない/思わない」28.7％（昨
年度26.2％）いることから、昨年度同様、掃除、身の回りの整
理整頓に対して課題があると感じていることがうかがえる。
(アンケート⑨)

保護者の「掃除、身の回りの整理整頓」についての評価
が低いように、校内ではたくさんの落し物がある。持ち物
に記名をすることも伝えてはいるが、物に対する執着が
薄いことが感じられる。学校でも自分の持ち物は、家の
人たちが一生懸命働いたお金で買ってくれたものだと
いうことや物を大切にすることを今後も伝えていく。ま
た、限りある資源を大切に使うことは、今後の環境教育
にもつながっていくものである。持ち物や身の回りの整
頓については、家庭でも話題にしてもらい、物を大切に
する子どもが増えるよう学校でも継続して指導をしてい
く。

・地域や学校の特色を生かし、社会に開かれた教
育課程の編成
　
　　＊地域、学校、子どもの思いや願いを意識した
　単元の開発

〇豊かな感性を育む
　学校
【重点目標】
地域や学校の特色を生
かし社会に開かれた教
育課程の編成


